
　　　　

令和6 年 2 月 1 日

11 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 マリーナ 支援プログラム（参考様式） 作成日

法人（事業所）理念 誰もが心豊かに、安心して、その人らしく共に暮らせる地域社会の実現

支援方針
子どもが地域で自分らしく暮らしていくため、人と関わりを持ち、さまざまな体験を通して社会性を身につけられる療育を行う。また、自己肯定感を育み、その人らしく心豊かに安心して
過ごせるようにする。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・健康状態の確認、アドバイス
・手洗い、衣服の着脱、食事（おやつ）、排泄等生活スキルの獲得
・季節を感じられるプログラムの提供
・スケジュールに沿ってのプログラムの提供

・ヨガ・サーキット・ダンス等の活動等を通して粗大運動の向上を図る
・工作等製作活動を通して、視覚・聴覚・触覚等の感覚を使い微細運動の向上を図る
・トランポリンやハンモック等の感覚統合遊びを取り入れ感覚の発達を促す

・個々の特性に合わせ、色や数字、時間など概念獲得に向けて課題の提供
・環境を整え、特性に合わせ視覚的な支援を行い、状況理解の把握や適切な行動の獲得を目指す

・特性に合わせ、ひらがな表やイラスト等を使用し、言語以外のコミュニケーション手段の獲得
・読み、書き能力の向上を図る課題の提供
・集団行動の中で他者とのやりとりの機会を作り、職員が間に入り、適切な関わりを身に付けられるよう支援する

・気持ちに寄り添い、職員との信頼関係を築く
・認める声掛け、さまざまな経験を通し成功体験を積み、自己肯定感を育む
・集団行動を通し、ルールの理解や協調した関りを持てるよう支援する
・他者との適切な距離感を理解できるよう支援する
・外出など地域での活動を通し、公共マナーやルールを理解し、社会性を身につけられるよう支援する

主な行事等
避難訓練
お花見や、クリスマス会などの季節行事

家族支援
・保護者会の開催
・定期的な面談を行い情報共有を行う

移行支援 関係機関と担当者会議等で連携し、情報共有を行う

地域支援・地域連携

近隣での買い物プログラム
地域のイベントへの参加
お花見やクリスマス会等季節のイベント
外出プログラム

職員の質の向上

・新入職員研修
・外部研修
・法人内研修
・事例検討会
・ヒヤリハット委員会、虐待防止委員会、感染症対策委員会、身体拘束適
正化委員会の設置


	支援プログラム参考様式 (2)

